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生 理 活性 物 質 が 蚕 児 の成 長並 び に 南 質 に及 ぼ す影 響
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1 は じ め に

合成幼若ホルモン (」H)のメトプレーンを蚕児の5齢期 に

投与すると, 経過が長くなり, それに伴い繭の形量形質が

増大する効果があり,この技術は既に実用化されている。

一方近年,数種のイミダゾール系化合物を 4眠蚕品種に投

与すると高率で 3眠蚕化し,経過が短縮し,ま た繭重,繭
糸量,繭糸長といった形量形質が低下するとともに繭糸繊

度が細くなることが明らかにされたことから,これらは抗

幼若ホルモン(A」 H)と呼ばれている。
A」 Hに よる 3眠化蚕の 4齢期に更にAJHを再投与す
ると繭重等が増加する1)こ とから,今回は昆虫生理活性物

質の投与法を異にした場合の繭質,糸質の変化について検

討した。

2試 験 方 法

に)試験蚕期 : 昭和62年晩秋蚕期
12)供試蚕品種 : 錦秋 1号 X鐘和 1号。参考として細
織度用蚕品種の日505号  日506号 ×中505号  中506号
(以下「日56× 中56」 と記す )を供試した。

13)供試生理活性物質 : A」 H,SSP-1lW,JH:
メトプレン

14)投与方法 : 1～ 2齢に人工飼料育をした蚕児を 3
齢起蚕時に各区1,000頭 (日 56× 中56は 2,000頭 )と
し,所定時期に表 1の とおり」H又はAJHを投与 した。
15}調査項目 : 南質 ,糸質及び粒内繭糸繊度 (糸質に
ついては繭検定基準に準じて繰糸調査を行い,粒内繭糸繊
度については各区10粒 2連制で,回転枠に巻き取り,1125

表 1 投与方法他

3 齢 4 齢 5

3 A H
起蚕から48時間
AIH処理桑給与

3・ 4齢 AJH 起蚕 72～ 120時間目 AIH処理桑給与
3齢 AJH・ 4齢JH 起蚕72時間目にJHを散布
L理 4眠 蚕
5 H

日 5・ 6× 中 5 6
起算60時間目にIHを散ス

πごとに繊度を調査し平均値を算出した。 )

3 結果 及 び 考察

3眠蚕化された繭の繭重,繭層重,繭糸繊度は 3区とも

無処理区を100と すると60前後となったが, 3・ 4齢AJ

表 2 繭及び繰糸成績

3齢 A」 H
3・ 4齢 A」 H
3齢 AJH 4齢 JH
無 処 理 4眠 蚕
5齢 」H

日 5・ 6× 中 5・ 6

H区 , 3齢 A」 H・ 4齢JH区は 3齢AJH区に比べ繭重 ,
繭層重が12%程度改善され,繭糸長も無処理 4眠蚕区より

も長くなった。 5齢JH区はすべての項目で無処理 4眠蚕
区を上回り,増繭増糸効果とともに太繊度化が図られた。
日56× 中56区は無処理 4眠蚕区に比べ著 しく繭糸長が
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長くかつ繭糸繊度が細いが,その他の項目は大差無かった。

これらの繭の粒内繭糸繊度は,無処理 4眠蚕区では外層

から内層にかけて初めやや太くなり,その後急激に低下し,

最内層部では 1デユール以下となり,最大最小の較差は約

25デニールであった。 5齢JH区では初め無処理 4眠蚕

区よりやや細いものの同じような傾向を示し,全体として

より太繊度であった。日56× 中56区では外層から内層

-3齢 AJH・ 4齢 JH
-3・ 4齢AJH
-3齢 AJ H

タリ習

にかけて緩やかに細くなり,最大最小の較差は21デニー

ルであったが,繭糸長が長いため偏差は少なかった。 3眠

蚕化された各区では初め若千太くなり,その後緩やかに低

下し,無処理 4眠蚕区又は 5齢 JH区 と日56× 中56区

との中間の傾向を示した。なかでも 4齢にAJH再給与又
は」H散布をした 2区では 3齢 AJH区よりも緩やかに低

下し,よ り均質な繊度がえられた。
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図 1 投与法別粒内繭糸織度

需要拡大が期待されている洋装用生糸に求められている

繭糸繊度は一般に 2デニール前後であり,それを目標とし

て日56× 中56が育成された。今回の試験結果からも本

品種は繭糸長が長く,織度偏差も少ない優れた形質を有し

ているものと推察されたが ,今回の試験では繭糸繊度が

23デニールで,ま だやや太い。また,今後更に細繊度の

生糸が求められるようになった場合,AJHに よる 3眠蚕
化技術はその要求に即応可能である。 3眠蚕化に伴う形量

形質の低下は 4齢期にAJHの再給与又はJH散布をする

ことによりある程度補うことができることが今回の試験に

より明らかになった。

同じ太さの生糸に繰糸する場合,よ り繭糸繊度の細い繭

を用いると接緒時の繊度変化が少ない均質な生糸となるの

で,求められる繊度が細くなるほど本技術の有利性は高ま

り,将来に向けての可能性は高いものと思われる。
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